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 今年も、暑い夏がやってきました。この暑さで食欲がなくなり、体調を崩す方もおられるのではないで
しょうか。世間では夏バテと言いますが、そんな時こそ夏バテに効く料理で乗り越えたいものですね。私の
お薦めは、やはり“鰻”です。最近では少し値段が高くなりましたが･･･。鰻にはビタミンB１が含まれて
おり、疲労回復に効果があります。 

 さて、鰻と言えば、もうすぐ「土用の丑の日」です。土用とは、立春・立夏・立秋・立冬前の１８日間の
ことで、この１８日間にめぐってくる丑の日を「土用の丑の日」と言います。季節ごとに土用の丑の日があ
りますが、特に夏場の土用の丑の日には、「う」のつくものを食べて夏バテを防止するという風習があり、
鰻以外にも、梅干しやうどん、瓜なども食べられています。 

 また、鰻のことをいろいろ調べていると、万葉集で鰻にまつわる歌を見つけた
ので紹介します。 

 今年の土用の丑の日は、７月２７日（土）です。「う」のつくものを食べて、暑い夏を乗り切りたいもの
ですね。和歌山市には、鰻割烹や鰻専門店、さらには昨年オープンしたばかりのお店など、お薦めのお店は
たくさんありますよ♪ 

※「むなぎ」はうなぎの古名 

 この歌は、大伴家持(おおとものやかもち)が、生まれつき身体が細かった吉田連老(よしだのむらじおゆ)、
通称「石麻呂」に対して作った歌です。身体が細いことを夏痩せに例えたものですが、夏痩せには鰻を食べ
なさいと詠まれていることから、昔から夏に鰻を食べることが良いとされていたのですね。 


